
 

  

  

 

     

 

 

 

 

 

新潟 RC 5 月第 ２例会 (2015.5.19) №3087 

 

(1) ロータリーソング「四つのテスト」斉唱 

(2) 高橋 秀樹会長挨拶 

 昨夜は「イタリア軒」の「蛍」にて次年度に向けてのクラブアッ

センブリーが催されました。竹石会長年度に向けて準備万端

整い、また様々な新しい企画や試みも準備されているようです。

会員の皆さんにおかれましては、新潟ロータリークラブが来年

度益々発展していくことを楽しみにお待ちいただければと思

います。 

 さて、本日の会長挨拶は私の旅行の一コマを紹介することか

ら始めたいと思います。私は大学で西洋の歴史を教えて生業

としておりますが、ヨーロッパ中世の王侯貴族の文化の一つと

して、鷹狩 falconry というものがございます。これはアラブや日

本の文化などにもあることは言うまでもありませんが、ヨーロッ

パではこれを実際に軽く体験できる場所が身近にあることを、

数年前に知りました。ヨーロッパを旅行する時には、折を見て

そのような場所を訪れるのが、この数年間の楽しみになってい

ます。少し写真をご覧いただきましょう。最初の写真は、森の

中に鷹舎があり、鷹を飛ばしながら森を歩き回るものです。次

の写真は、丘陵地帯に鷹舎があり、丘や池を散策しながら鷹

を飛ばして歩くものです。私はこれが大変気に入っており、日

本でも似たようなものがないか探してみたところ、将軍家や天

皇家の鷹狩の伝統文化を鷹匠が観衆に実演して見せるもの

はあるものの、素人が実際に鷹に触れて飛ばしながら屋外を

歩くというものは見つけることができませんでした。しかし、そ

の代わり猛禽類カフェというものが見つかり、更に猛禽類の中

でもフクロウに特化した、フクロウカフェなるものを見つけ、とき

どき出かけるようになりました。東京の月島にある店ですが、こ

れがその写真です。フクロウカフェはちょっと特殊な事例では

ありますが、犬カフェや猫カフェなどが増えていることはみなさ

ん御存知だと思います。私の家の近所にも一軒猫カフェがあり

ます。さらにイオンのペットコーナーなどでは、購入するため

ではなく見て楽しむために訪れるお客さんも多いようです。最

近ではペットホテルやペットの美容院、ペットの葬儀業者まで

大変繁盛しているようです。先月香港からいらしたデジグネイ

ティド・ガバナーのエリック・チンさんも、ペット関連商品で大き

な利益を上げていることは、ご存じの方もいらっしゃるかと思い

ます。つまり、動物の癒し効果は非常に高くて、需要が大きい

ということです。そしてこれは単に日常生活の中での癒しだけ

ではなく、医療の場面でも活用されていることを御存知の方も

いらっしゃると思います。アニマルセラピーという名称で確立さ

れており、動物介在療法 Animal Assisted Therapy（AAT）と動

物介在活動 Animal Assisted Activity（AAA）の二つの手法に

分かれて開発されているようです。さらにやや簡便な手法とし

てペット療法という手法もあります。これらは、高齢者医療や難

病による長期入院者の精神安定、自閉症やひきこもり、精神疾

患医療、悪性腫瘍の治癒能力向上、リハビリテーションの一手

法として、効果があるのだそうです。そのため、日本の医療関

係者養成系の大学にもアニマルセラピーをカリキュラムに取り

入れているところがあるようです。 

こういった現象全体を見渡すと、我々は皮肉な事実に気づか

ざるをえません。人間は自然を遺伝子レベルまで操作できる

ほど、文明を高度に発達させてきましたが、そうすればするほ

ど、健全な自然環境や他の動物との共生が無ければ人間はま

ともに生きていけない、ということが、益々露わになっている、と

いうことです。ですから我々は、地域社会の発展を語る時、経

済・文化の振興と並んで、自然環境の保全と多様な動植物と

の共生も考える必要があります。このように言うと、すぐさま思

い浮かぶのが「環境問題」という言葉になりますが、この言葉の

場合、大気汚染や水質汚染などの公害問題や自然破壊の阻

止といった、肉体的・物理的・災害的な意味合いが大きいよう

に感じます。しかしそれだけではなく、精神衛生やQOLといっ

た点からも、地域における自然環境の保全と多様な動植物と

の共生は必須のものだと思います。勿論このことは、山林の荒

廃や獣害などの実態を考える時、また、保健所等などで殺処

分される犬が年間 5 万頭、猫が 14 万頭（2011 年データ）に及

ばざるをえない実情を考える時、決して簡単なものではないこ

とが明らかです。 

ロータリーの六つの重点分野の中に、地域社会の発展がある

ことはみなさん御存知の通りです。これは多様な側面を持つテ

ーマであります。経済、文化の側面と並び、自然環境と多様な

生命との共生という側面があるはずですが、これは単に安全

な住環境というだけでなく、住民の心の健康管理の問題、精神

衛生の問題にも関係することは、さきほどから述べている通り

です。ではロータリークラブとして何ができるかということです

が、先月行われた探鳥会は、一つの契機となる催しだったの

ではないかと思い、とても印象的でした。この方面について、

今後さらに可能性が広がり、心身ともに豊かな生活ができる地

域社会の構築に貢献できればと願っております。 

本日の会長挨拶は以上です。 
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(3) 新会員の紹介 

 

 

 

 

この度、新潟ロータリークラブに入会させて頂きました三越

伊勢丹の浅田でございます。どうぞご指導を宜しくお願い

申し上げます。百貨店に入社してから 32 年になりますが、

営業畑一筋で参りました。お客さまの要望を的確に捉え、

迅速丁寧にお応えすることを基本としております。新潟で

は、地域の皆様のご支援のもと三越と伊勢丹の２つの暖簾

で商売をさせていただいており、百貨店の使命の１つでも

ある「地域との協業、地域の素晴らしいモノやコトの発信」

を通して少しでも新潟のお役に立てればと思い頑張って

参ります。最後になりますが、生まれて初めての単身赴任

でございます。どうぞ公私共々宜しくお願い申し上げま

す。 

浅田さんのお誕生日が５月１７日でしたのでお誕生日

お祝いを贈呈 

(4) ロータリーの友紹介（川﨑 嘉朗広報委員長） 

(5) ニコニコボックス紹介（小林 建副幹事） 

・下岡 正八君 今日は、お願いごとです。元新潟県歯科

医師会会長登坂さんからスロバキア国立オペラ鑑賞会へ

の支援、児童、生徒、障碍者にこのような機会は稀なので

援助して欲しいという依頼がありました。私個人への依頼と

思いましたが資料にＲＣに依頼ということでした。ご興味あ

る方は入り口に資料を置きました。 

・熊高 信治君 結婚記念の花、大変感謝します。７５周年

記念式典写真についてもありがとうございます。 

・白勢 仁士君 結婚記念日のお花有難うございました。 

(6) 樋熊 紀雄君へスポンサーバッチ贈呈 

(7) 幹事報告（高橋 秀樹会長） 

・例会終了後、青少年の夕べの打ち合わせを行いますの

で、既にご案内しました関係者の方は４階「雪椿の間」に集

合願います。 

・例会終了後、新会員オリエンテーションを 6 階「信濃の

間」で開催致します。 

(8) 卓話「よみがえる古民家」  

カールベンクスアンドアソシエイト有限会社 

代表取締役 カール・ベンクス氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) 本日の出席率 ６２．３７％ 

会員数９８名（出席免除会員 ７名） 

出席者５８名（出席免除会員２名を含む） 

 (2週間前は祭日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５月２６日の例会予定 

卓話 「人生を輝かす」 

NPO法人 コスモ夢舞台代表 佐藤 賢太郎氏 

コ ラ ム 

事業創造大学院大学 

学長 仙石正和 

3 月下旬に、宮内庁から突然のお手紙で、4 月

21日の赤坂御苑での園遊会への招待状を受け

取りました。自分として、何もたいしたこと

をしていないのに、と思いながら、感謝と恐

縮の極みでした。これも皆様のお陰と心から

感謝した次第です。当日、天皇皇后両陛下は、

一時間弱、招待者の間を回られ、さぞかしお

疲れになったと思います。 
ノーベル賞受賞者など錚々たる方々がご出席

で、私たち夫婦は緊張のあまり身体をこわば

らせていました。お隣にミズノ株式会社 会

長の水野正人さんご夫妻がおられ、お話のな

かで、水野さんは東京ロータリークラブ所属

で、国際ロータリー第 2580 地区 2011－2012
年度ガバナーをされておられることが分かり

ました。「私は新潟ロータリークラブに昨年入

会したての新人です。」、と申し上げましたら、

より一層ニコニコされ、短時間でしたが、様々

なことを教えて頂きました。緊張がほぐれ、

ロータリーに感謝した瞬間でした。 

(株)新潟三越伊勢丹 
代表取締役社長 
浅田 龍一 
親睦委員 


